
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市費負担での PCR検査の実施についてようやく示される！

  【新型コロナウイルス感染者発生時の市費による PCR 検査対象者】 

 趣旨 子どもや高齢者との接触を避けることができない施設や職員においては、濃厚

接触者以外の接触者についても、市職員を含め市費負担にて PCR 検査を受検することで、

クラスター発生防止を図り、市民の不安を解消し安心を確保するもの。 

 （１）市運営施設 

 対象施設等 対象者 

小・中学校 ①教職員が感染した場合 ・教職員全員 

②児童・生徒が感染し、感染がその者

のみの場合 

・当該クラス等の担任 

③児童・生徒が感染し、その濃厚接触

者が陽性となって、同一クラス等内

で複数の感染となった場合 

・当該クラス等の担任 

・当該クラス等の児童、生徒 

④同一クラス等内で担任及び児童生徒

が感染した場合 

・教職員全員 

・当該クラス等の児童、生徒 

認定こども園 
放課後児童会 
こどもゆうゆう 

小・中学校に準じる  

（２）市内民間施設 

対象施設等 対象者 

保育所(園)、認定
こども園、幼稚

園、地域型保育
事業実施施設 

①園児が感染し、その濃厚接触者が陽性

となって、同一クラス等内で複数の感

染となった場合 

・当該クラス等の園児 

②同一クラス等内で担任及び園児が感染

した場合 

・当該クラス等の園児 

高齢者、障がい
者の通所・入所
施設 

職員、通所者・入所者が感染し、その濃

厚接触者が陽性となって、同一クラス等

内で複数の感染となった場合 

・当該施設内の通所者・入所者 

（３）市職員…対象となる職場（消防・福祉医療）で複数感染者が出た場合 

（４）実施期間 令和２年６月１日からの適用とし、令和３年３月３１日までとする。 

 

 交野市は９月議会の補正予算で、新型コロナウイルス感染者発生時における

濃厚接触者以外の PCR 検査について、市独自で検査を行う基準をようやく示

しました。この間、日本共産党は、市に繰り返し検査拡充を要望し、一歩前進

しましたがその内容は十分とは言えず早急な改善が必要です。以下、制度の内

容を紹介します。 

(１)市運営施設…例えば、小中学校で感染者が出た場合の、教職員が感染したときは、教職員
全員が市費での PCR 検査の対象となっているものの、その職員が受け持つクラスの生徒は対
象になっていないなど、その対象が極めて限定的であり感染拡大防止のためには不十分です。 
(２)市内民間施設…介護や保育などは、社会基盤を支える重要な職種であり止めることができ
ないばかりか、クラスターが発生しやすく濃厚接触が避けられない。市は、感染拡大防止や
社会基盤維持への責任を果たすため、民間施設の職員も市費の対象とすべきです。 


